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研究成果の概要（和文）：インプラント治療における骨欠損を補填する操作を行う前に、補填する材料が有効に骨に置
換するかどうかを確認するために水熱処理によるスタチン含有もしくは非含有の炭酸アパタイトを作製し、材料学的特
性を測定したのちに、ラット脛骨に顆粒状にしたものを
填入して骨への置換を検討したところ、多くの顆粒が骨に置換していることが示された。
今後はこの結果を踏まえ投与方法等さらなる検討を行っていく必要性があると考えられる。

研究成果の概要（英文）：Before we performed operation to make up for a bone defect in the implant experime
nt,we made carbonic acid apatite including statin by the water heat-treatment.After we made carbonic acid 
apatite, we measured physical and chemical characterics and we found that this materials resembles to hydr
oxyapatite.To confirm whether the materials replace it with bone effectively, we made bone defects in rat 
tibial metaphysis. In vivo study indicated that new bone formation was seen around the materials. 
From this result,it will be thought that the further examinations including dosage methods need in future.
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１．研究開始当初の背景
 
歯科インプラント治療が欠損補綴治療の
主要な選択肢になるにつれ、
不足など
ている。
骨質不良患者に対しては治療期間
や、アダプテーションテクニックなどの方法
を用い
骨量不足
ブレンを併用した骨造成術、スプリットクレ
フト、サイナスリフトテクニックなどを用い
骨量の改善を図っている。
また即時埋入、即時負荷など
を用いることで
れるように、
の双方向から
そのような
の治療を行う場合、様々な移植材料が用いら
れている。
ゴールドスタンダードである自家骨は骨
置換が十分であるがその供給量に限界があ
り、供給側に侵襲が生じる
も多い
が、未知の感染を完全否定することが
い。人工骨は供給が十分であるが、
難しく、材料自体の長期残存
に利点・欠点がある。
それ
めには
え、③生体内で早期に骨置換する、④安全な
人工材料の開発
 
２．研究の目的
 
本研究では
ず骨置換しやすい材料
あると考えられたため、候補
も研究
あると考え採用した。
まず
理することにより炭酸アパタイトを作
その物理的特性
促進可能性のあるスタチン
アパタイト
埋入し
評価する。
 
３．研
 
石膏
を作製後
リン酸
２４時間
また石膏
したものを
作製した硬化体に対して以下のような測定
を行った。
①走査型電子顕微鏡像
②フーリエ変換赤外分光光度計
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皮質骨の再生は少しまばらだが、骨髄腔内の
新生骨量は比較的多くみられる。
骨髄腔内にやや硬化体が残存している
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皮質骨の再生は少しまばらであるが、
内に新生骨が多くみられ、硬化体自体もかな
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ＣＯ、ＧＹＰは皮質骨の改善はみられるが欠
損中央部に向けて新生骨量は減少している
ように思われる。
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ＣＡ、ＳＣでは新生骨が骨髄腔内に比較的多
く形成されているように思われる。
 
組織学的評価、ＣＴ評価よりＣＯは欠損の回
復はするものの、新生骨の形成には至らず、
ＧＹＰは他の研究でも言われているように
骨形成を起こすが、骨への置換が起こる前に
ＧＹＰ自体の吸収が早いと考えられる。ＣＡ、
ＳＣでは骨への置換が十分に行われており、
骨新生が骨髄腔内でおこっているため、硬化
体自体が吸収される量が少なく、骨に置換で
きているものと思われる。
 
このことより本材料を用いた欠損部骨補填
を行うことで、他の材料のように残存するこ
となく、また吸収することも少なく、より多
くの骨置換が起こり
されるものと考えられる。
今回は投与方法等の詳細な検討までには至
らなかったが、
投与方法等の検討
必要性があると考えられる。
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